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研究要旨 

学齢に重篤化する強度行動障害の予防と治療においてコンサルテーションを実施する場

合，学校・福祉・医療機関における正確な情報の共有が重要となる．しかし，実際の現場

においては，連携に必要な情報を不足なく効率的に収集することが困難な場合や，現場に

おける問題行動の測定が困難な場合があり，これらの問題を緩和するシステムが必要とな

る．そこで本研究では，正確かつ容易な問題行動の記録と情報の共有を支援するスマート

フォン向けアプリケーションとウェブサービスの開発を検討した． 

 

 

A. 研究目的 

強度行動障害は学齢期以降で重篤化する

傾向が指摘されており[1]，学齢期における

重篤化の予防や重篤化した場合に教育・福

祉・医療機関が効果的に連携して支援する

システムの構築が望まれている．教育・福

祉・医療といった複数の機関が効果的に連

携するためには正確かつ容易に情報を共有

できることが重要である．しかし，現状で

は紙や電子メールを用いた情報共有が主な

手段となっており，効率的な情報の共有手

段が確立されていない．そこで本研究では，

強度行動障害における問題行動への支援手

法において最もエビデンスのある機能分析

を用いた支援手法について，情報通信技術

を活用することで複数の機関が正確かつ容

易に情報を共有するための情報システムを

検討する． 

提案システムは行動観察支援アプリケー

ション，行動測定支援アプリケーション，

および情報共有サーバから構成される．行

動観察支援アプリケーションは，改善した

い問題行動を決定するにあたり問題行動が

発生した状況を正確に記録・共有すること
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を支援する．改善したい問題行動を決定す

るためには，その行動に関する詳細な状況

を正確に記録する必要がある．しかし，情

報に不備や不明な点があった場合，医師等

が適切にフィードバックを行うことができ

ない．そこで，不足する情報をアプリケー

ションがリアルタイムで指摘することで正

確な情報の記録を支援する． 

行動測定支援アプリケーションは，問題

行動の発生頻度の測定支援を目的としてい

る．教育現場では問題行動に対処しながら

測定を行う場合がありアラーム付きのタイ

マーや紙ベースの記入用紙を用いた方法で

は測定者の負担が大きい．そこで一般に普

及しているスマートフォンのバイブレーシ

ョン機能や音声入力などを活用することで

容易に問題行動の発生頻度を測定可能なア

プリケーションを検討する．情報共有サー

バでは，それぞれのアプリケーションで入

力されたデータを集約し，異なる組織間で

の情報共有を実現する．また，個人のプラ

イバシを守るために利用者間で情報の読み

書きの可否を設定できるアクセス制御機構

を導入する．これにより，効率的な情報共

有を実現するとともに電子メールの誤配信

といった日々の現場で発生し得るヒューマ

ンエラーによる情報漏洩の対策も可能なシ

ステムを検討する． 

 

B. 研究方法 

1) 行動観察支援アプリケーション 

問題行動がどのような環境で発生したか

を正確に記録するためには環境を表す様々

な情報を詳細に記録する必要がある．しか

し，それらの情報を不備なく記録するには

訓練を必要とし，また記録した情報に不備

がある場合には医師らが適切にフィードバ

ックを行い情報を修正した上で共有する必

要があるがその負担は小さくない．そこで，

記録者が基本的には一人でも問題行動の記

録を正確に実施でき，かつ記録者や医師ら

との情報共有を容易に実現するための行動

観察記録支援アプリケーションを設計する． 

1.1) 記録項目 

最も柔軟性の高い入力方法として任意の

自然文を入力する方法が考えられる．しか

し，入力された情報を分析する際に，構文

解析，意味解析，および誤り訂正といった

前処理が必要となるほか，入力内容の正確

性が入力者の説明能力に強く依存すること

から，情報を正確かつ容易に共有するとい

う点では適していない．そこで，行動が発

生した状況を予め決められた形式で記録す

る方法を検討する． 

児童の周辺環境に関する情報を含まない

基本的な記録項目として，行動を行った主

体，行動内容，および行動が向けられた対

象が挙げられる．この基本情報に対して詳

細な周辺の環境情報を付与する．環境情報

としては日時や場所といった時空間情報と，

行動が発生した際の周辺情報を記録する．

基本情報は行動が生じた瞬間の点を記録す

ることに対して，環境情報はその点の時間

軸において継続的に関わりのある周辺情報

を記録する． 

入力する情報を表 1 に示す．それぞれの

項目は指定したデータ型で保存する．統一

的なデータ型で保存することで，例えば行

動が増加した対処方法だけを検索すること

や，それぞれの項目に関連する情報だけを

検索可能となり，問題行動が発生する条件

の分析等に役立てることが可能となる． 
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また，それぞれのデータ型をどの程度ま

で詳細化するかは今後の課題である．例え

ば場所の情報としてはスマートフォンに搭

載されている GPS モジュールなどから得ら

れる物理的な緯度経度情報や，学校や図書

館などの特定の目的を果たす施設といった

意味レベルの場所情報が考えられる．これ

らの情報が行動の分析においてどの程度有

効な情報になり得るかは検討の余地がある． 

1.2) 入力支援機能 

類似した状況で発生した行動の記録を容

易化するために，入力項目の補完機能と複

製機能を提供する．補完機能では，インク

リメンタルサーチにより過去に入力した項

目から部分一致する入力候補を表示しそこ

から選択することで入力を容易化する．複

製機能は，入力項目の大半が同じ行動を記

録する際に，差分だけ変更するだけで記録

が完了する．ただし，個人のプライバシを

守るため，これらの支援機能による情報は

システムの利用者本人が過去に入力した情

報からのみ提供されるものとする．また，

入力のヒントを表示する機能も考えらえる．

例えば入力した情報が本人だけにしか分か

らない情報では共有しても医師等がフィー

ドバックを行うことができない．そこで，

頻発する入力の不備をヒントとして自動的

に表示することで，医師等のフィードバッ

クにかかる負担を軽減できる．しかし，実

際にどのような入力の不備があり得るのか

は，今後の評価実験等による調査が必要で

ある． 

2) 行動測定支援アプリケーション 

前述した行動観察記録支援アプリケーシ

ョンにより標的行動が定まると，実際に標

的行動が増加したか減少したかを定量的に

測定する．強度行動障害における標的行動

を測定する際には，標的行動の対処も行い

ながら測定も並行して実施することになる

ため，実際に測定を行うのは難しい場合が

ある． 

代表的な測定方法にはインターバル記録

法やタイムサンプリング法といったものが

ある[2]．インターバル記録法では一定の時

間間隔においてそれぞれの時間間隔内で標

的行動が発生したかどうかを記録する．タ

イムサンプリング法では一定の時間間隔に

おいて各時刻の瞬間に標的行動が行われて

いたかを記録する．いずれの方法も現状で

は，アラーム機能付きのタイマーと筆記用

具と用いて専用の用紙に記録することで測

定が実施されていることが多いが，現場で

は標的行動への対処も並行して行う必要が

あるため記録するにも手を離せない場合や

アラームを聞き忘れてしまい正確に記録す

ることが難しいといった課題がある． 

近年ではスマートフォンが一般に普及し

ており，スマートフォンには音声やバイブ

レーション機能といった多様な通知機能や

位置センサや加速度センサといった様々な

センサを搭載している．そこで，スマート

フォンの機能を活用することで，観察者が

容易に測定を行えるアプリケーションを設

計する． 

現場では観察者が標的行動に対処するた

め手を離せない状況が考えらえる．そこで，

スマートフォンの画面操作だけでなく，ス

マートフォン自体を振る・叩くといった容

易な操作や，Bluetooth などの無線接続によ

るヘッドセットを用いた音声入力により，

標的行動の有無の入力を容易化する． 

また，従来手法であるアラーム付きのタ
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イマーを用いてインターバルの開始と終了

を感知しようとする場合，大声をあげると

いった行動に対処する際にアラームを聞き

逃す場合が考えらえる．そこで，観察者が

様々な環境においてもインターバルを開始

と終了を感知できるように，スマートフォ

ンのアラーム機能だけでなくバイブレーシ

ョン機能の活用も検討する．インターバル

の終了時に観察者が入力を完了するまでバ

イブレーションを行い続けることで入力の

し忘れを防ぐことが可能となる． 

このようなスマートフォンが備える様々

な入出力手段を活用することで多様な現場

環境に対応可能な測定支援アプリケーショ

ンを安価に提供可能となる． 

3) 情報共有サーバ 

前述した行動観察支援アプリケーション

及び行動測定支援アプリケーションで入力

されたデータは情報共有サーバを用いて共

有する（図 1）．本サーバは組織内ネットワ

ークやインターネット上に設置可能とする．

観察者はパソコンやスマートフォンを用い

て行動観察情報や行動測定情報を情報共有

サーバに保存する．保存された情報には関

連する組織のユーザがリアルタイムでアク

セス可能となる． 

ただし，個人のプライバシを保護するた

め，入力されたデータは関連する人物間の

みが読み書きできるようにアクセス制限を

行う．これにより，今まで使われていた紙

や電子メールを用いた情報交換方法に比べ

て誤送信といった日々起こりうるヒューマ

ンエラーの抑制も期待できる．また，表計

算ソフトやワープロソフトといった汎用の

データ形式ではなく，情報共有サーバで統

一されたデータ形式で情報を記録すること

で，情報の再利用性の向上や，行動履歴を

分析する際のデータの前処理などを手間が

削減可能となり，より正確で迅速な支援戦

略の構築に役立てることができる． 

 

C. 研究結果 

情報を共有するためのウェブアプリケー

ション及びスマートフォン向けアプリケー

ションのプロトタイプを設計・開発した．

ウェブとスマートフォンは一般に広く普及

しており，これらを用いること複数の機関

において正確かつ容易に情報を共有可能と

なる． 

 

D. 考察 

本年度は情報システムの設計と開発のみ

を行った．今後は，実際に複数の機関で正

確かつ容易に情報を共有可能であるか評価

を行うとともに，実利用に耐えうる仕様の

策定と実装の実現にむけて改善を行ってい

く必要がある． 

 

E. 結論 

学齢期において強度行動障害を持つ児童

を支援するために，教育・福祉・医療とい

った複数の機関で情報を正確かつ容易に共

有するシステムの提案を行った．本システ

ムにより，行動観察記録や行動測定記録と

いった機能分析に必要な情報を正確かつ容

易に共有可能となり，学齢期における強度

行動障害に関する支援をより充実させるこ

とが可能となる．今後は開発中のシステム

の運用を開始しシステムの評価と改善を行

う． 
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図 1: 情報共有システムの概要 
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表 1: 行動観察記録アプリケーションの入力項目 

分類 項目 利用者向けの質問文 データ型 

基本情報 行動の主体 

 

その行動は誰が行いましたか？ 

 

Person 

行動の内容 その行動はどのような動作でし

たか？ 

Behavior 

行動の対象 その行動は誰または何に対して

行われましたか？ 

Object 

環境情報 日時 その行動はいつ行われました

か？ 

DataTime 

 

場所 その行動はどこで行われました

か？ 

Location 

 

人物 その行動は誰と一緒にいる時に

行われましたか？ 

Person 

 

活動 その行動は何をしている時に行

われましたか？ 

Activity 

対処その１ 対処者 

 

その行動に対してだれが対処し

ましたか？ 

User 

対処方法 その行動に対してどのように対

処しましたか？ 

Support 

対処による変化 対処その 1 によりその時の行動

はその場でどのように変化しま

したか？ 

増加」「減少」「あまり変わらな

い」から選択してください。 

Change 

※対処その 1 により行動がその場で増加（エスカレート）した場合 

対処その２ 対処者 その場で増加した行動に対して

だれが対処しましたか？ 

User 

対処方法 その場で増加した行動に対して

どのように対処しましたか？ 

Support 

対処による変化 対処その 2 によりその時の行動

はその場でどのように変化しま

したか？ 

「増加」「減少」「あまり変わら

ない」から選択してください。 

Change 

 


